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1. はじめに 

 

InterSystems 社が、Caché に至るまで過去にリリースした製品および買収した製品の系譜についてま

ず概観してみる。次に InterSystems社が今後何に重点をおいて Cachéを機能拡充していこうとしてい

るかを述べてみたい。 

 

2. InterSystems社製品系譜 

 

InterSystems社が関わったMテクノロジの実装としては、年代順に ISM-11、ISM-VX、M/VX、ISM、

Open M、Cachéとなる。買収製品の系譜としては、DataTree社の DTM、DEC社のMUMPS-11、

DSM-11、VAX DSM、DSM for OpenVMS Alpha、DSM for DEC UNIX、Micronetics社のMSMが

ある。そしてそれらの製品群を統合、拡張した製品が Cachéである。 

 

3. Caché開発計画 

 

今後の Cachéの機能拡充の重点ポイントは、 

 

l セキュリティ機能強化 

l スケーラビリティ 

l TCO削減のためのシステム管理製品との連携 

l SQL、オブジェクトアクセスのさらなる性能向上 

l データベースエンジンの最適化 

l モービルデバイス（Tablet PC,PDAなど）対応 

 

である。 


